
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○小学生の稲作体験実習

１．集落協定の概要

市町村･協定名 愛知県新城市 吉川上林－２
しんしろしよしかわうえばやし

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
1.4ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 25％
11万円 共同取組活動 各担当者の活動 5％

75％ 集落マスタープランの将来像を実現するための活動 23％（ ）
鳥獣被害防止対策、水路・農道の維持管理 44％
事務費 3％

協定参加者 農業者 6人

２．取組に至る経緯

本集落は、近年の高齢化と鳥獣被害、更には米価の低迷等により農業に対する意欲

が衰退し、耕作放棄地の発生が懸念されていた。また、高齢化に伴い、個々の農家で

の農作業も困難な状況であったため、農作業の共同化や機械の共同利用を図ることが

課題であった。これらの課題を集落が一体となって解決するため、本制度に取り組む

こととなった。

３．取組の内容

集落マスタープランに掲げた将来像の実現に向け、育苗施設や田植え機等の保有状

況調査の実施や、売れる米づくりのため有機栽培米や特殊米の試験栽培を行い、併せ

て米の販売先の調査を行っている。また、鳥獣害対策として、共同で電気柵を設置し

た。その他、都市部や地元の小学生を対象に田植えや稲刈り体験実習の実施など、集

落の活性化を図るとともに、将来を担う子供たちの米づくりに対する理解を深めるた

めの活動を積極的に行っている。

田植え体験 稲刈り後のバーベキュー大会



［集落の将来像]
○ 共同育苗の実施、田植機の共同利用を継続し、農作業の効率化及びコスト低減に努め、なお環境に配
慮した栽培方法の確立、食味の良い米づくり、特殊米の導入等売れる米づくりに取り組み、稲作収益の
向上を図る。

]［将来像を実現するための活動目標
○ 共同育苗の実施、田植機の共同利用を継続するとともに、付加価値のある有機米や特殊米（酒米、紫
黒米、巨大胚米）の導入を行い、売れる米づくりに取り組む。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地法面の定期的な点検 魚類・昆虫類の保護 機械農作業の共同化
（ホタル） （育苗、田植えの共同作業34a

・水路 年2回 実施、目標143a）
清掃、草刈り 共同取組活動

・農道 年2回 共同取組活動
草刈り、簡易補修

冬季の湛水化
共同取組活動 堆きゅう肥の施肥等 高付加価値型農業の実践

有機無農薬栽培（目標43a）
個別対応 特殊米栽培（目標15a）

鳥獣害防止対策(1.1ha)
共同取組活動

共同取組活動 2～3回の代かきによる脱
除草剤稲作の実施

自然生態系の保全に関する学校
個別対応 教育との連携

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・都市部や地域の住民、小学生らとの交流により、集落に活気がでてきた。

・農作業の共同化や高付加価値農業に取り組むきっかけとなった。

・しかしながら、米価下落は進む一方で、今後の栽培意欲の低下が心配される。

［平成21年度までの主な成果］
○ 鳥獣害防止対策のための電気柵の共同設置により、イノシシ等による被害が減少した。
○ 集落の活性化や将来に向けた話し合いが、活発に行われるようになった （年間４、５回増）。


